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有事における地域リハビリテーション行動指針策定事業
令和６年度予算額 １９０万円（千葉県災害復興・地域再生基金）
委託先 千葉県千葉リハビリテーションセンター

社会福祉法人 千葉県身体障害者福祉事業団
〇 猛威をふるう近年の自然災害や感染症のまん延
〇 介護サービス事業所等における自施設のBCP策定の義務化
〇 有事におけるリハビリテーションサービスの継続の重要性

取組の背景
と目的

〇 地域単位のBCPに相当する行動指針の策定取組の目指す
ところ

〇 地域リハビリテーション支援体制を基盤とした運用
（県支援センターの支援、広域支援センターとの連携、
ちば地域リハ・パートナーの参画）

取組の特徴

〇 研修会の開催、課題把握のための調査実施、検討会の開催
〇 モデル圏域を設定と行動指針案の策定
〇 行動指針案の下にした訓練の実施と見直し

取組のプロセス

〇 事業所間の「つながり」に厚みがでる。
〇 被害を最小限にとどめることで、地域住民の健康や暮らし
の安定につなげられる。

〇 地域全体で有事を乗り越える力が養える。(期待を込めて)

取組の効果
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有事における地域リハビリテーション行動指針策定事業

令和６年度の事業のスケジュール

地域・連携型のBCP等の基礎知識習得に関する研修会の開催９月

関係事業所向けの課題調査の実施１０～１１月

調査票の集計・分析１１～１２月

行動指針策定に向けた課題検討会の実施１～３月

令和７年度以降の事業のスケジュール（予定）

モデル圏域の選定と行動指針（案）の策定令和７年度

シミュレーション訓練の実施と行動指針の策定（完成）令和８年度

令和９年度以降 全圏域に横展開
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有事における地域リハビリテーション行動指針策定事業

「有事における地域リハビリテーション行動指針」により目指す行動イメージ


